
お知らせ

ターナー症候群における成長ホルモン製剤と投与豊について

平成1 1年1 2月に成長ホルモン分泌不全のないターナー症候群にも成長ホ

ルモン治療の適応が拡大され、また治療宜も0. 35Ⅲg/鴫/週の用畳が認められま

した。ジェノトロピン(フアルマシア)も、 2月27日付で上記の適応が認め

られたため、平成1 3年3月,現在上記の治療適応が認められている成長ホルモ

ン製剤は、グロウジェクト(日本ケミカルリサーチ、住友製薬、日研化学〉 、

ノルデイトロビン(ノボノルディスクファーマ) 、ビューマトロープ(日本イ

ーライリリー) 、ジェノトロピン(フアルマシア)です。
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